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北海道　岩手 宮城 秋田 li」形 福島 栃木
群馬　　東京 山梨 富山 石川 福井 長野協　力
静岡　岐阜 一こ重 、」虞，カロ?L 京都 大阪 兵庫37都道府県
（78．7％） 奈良　和歌山 島根 岡山 山口 徳島 香川
高知　　福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎
鹿児島　沖縄
リ　ー　ド 青森　　埼玉 千葉 新潟 愛知 広島 愛媛
放　　　置 な　し
無　回　答 神奈川
未　回　収 茨城　鳥取
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講師派遣 30　　　1　　　　1（38．5％）
17（21．8％）
開　　催
大会開催 10（12．8％）
情報提供 19（24．3％）
その他 2（2．6％）
方法
@　回答数 10
20 30
図3　陸協の具体的な協力方法（複数回答）
体的な方法については図3のような結果となった。
　講師の派遣が全体の38・5％を占めて最も多く，次いで情報の提供（24．3％），
研修会の開催（21．8％）の順になり，大会開催は12・8％とかなり消極的な数字
となった。
　この数値からみると，陸協としては容易に実行に移せる順番である。なかで
も大会開催は，チャンピオンシップとしての行事を数多くこなさなければなら
ないうえに，資金的な裏付けや安全管理の面からも負担が大きいために敬遠さ
れているものと思われる。
　（3）積極的なリードの具体的方法
　一般ランニング・クラブを「積極的にリードし，指導していくことが望まし
い」と回答した陸協の意見で，既出のものと重複しないものをあげると次のよ
うになる。なおこの項は次の〔4）と同様に記述式によるものである。
①　陸協内における普及部組織を明確化し，強化する。
②積極的に陸協の登録団体として加盟するように促す。
③陸連方式ではなく，気軽に参加できる大会を企画，運営する。
　（4）陸協が期待する，陸連の一般ランニング・クラブに対するサービス
　陸協が陸連に期待する事項を集約すると以下のようになる。
①　講師の派遣
　体力・技術・精神力など，いわゆる競技力の養成法（練習法）や，健康安全
　　　　　　　　　　　　　　　一20一
　対策，マナー等の指導
②研修会の開催
　陸連公認の指導者の養成，クラブの育成や大会の企画とその運営法の指導
③　広報活動
　テキストの発刊，雑誌などの発行による全国的な大会案内や記録および成績
　ランキングの公表
④　物質的援助
　正しく安全なコースの設定，施設の解放，記録証の発行やグレード別の認定
　証やバッヂの提供
　　　　　　　　　　　　　　IV　要　　約
1．都道府県陸上競技協会に対し，一般ランニング・クラブとの関係について
　アンケート調査した。
2．陸協に対する一般ランニング・クラブからの講師派遣の依頼や研修会開催
　の要望があったのは，29．8％と全体のY3に満たなかった。
3．市民の要望があった陸協は，ほぼ満足すべき活動を行っている。
4．　派遣講師は小・中・高校の教諭が中心となっている。
5．陸協は市民へのサービス機関の強化を急ぐ必要がある。
6．陸協の60°／・が広報活動を行っているが，その活動を行っていない陸協より
　も市民との関係は密接となっている。
7．陸協の市民に対する今後の対応策として，「放置しておいてよい」とする
　陸協はない。したがって市民の必要に応じた積極的な陸協へのに働きかけが
　望まれる。
8．　陸連は陸協との連継をもとに，講師の派遣，研修会の開催，広報活動，物
　質的援助をきめ細かく行うことが望まれている。
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V　後　　記
　本調査を実施するのに際しては，日本陸上競技連盟競技普及委員会の佐々木
秀幸氏（東洋大学），山地啓司氏（富山大学）のご指導を得ました。
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